



















































となり，一階の条件はＭＲｉ= R'.= C＼= MCiであることがわかる。これは
脱税がない場合の(4)と一致する。
　次に二階の条件は(19)の一階の条件を考慮すると
であると判明する。
　従って二階の条件はR" <c';である。これも脱税を考えないケースで
ある（５）と同じである。
　脱税率（4）に関する一階の条件および二階の条件を検討する。
　１＞瓦＞Ｏとすると，圈，㈲，（17）から一階の条件は
となる。また二階の条件は次式で示される。
　　　　　　　　　　　　　－249(122)－
　よって二企業が危険回避者(risk averter),(ぴ(7r,1)＜0,ぴ(7r,2)＜O)であ
るならば二階の条件は成立する。
　4.むすび
　以上本稿においては，複占企業が生産費を水増して，利潤を実際より少
なく申告することによって脱税を計画する複占モデルを考えて，利潤最大
化のための一階の条件および二階の条件を導出した。そしてこれらの条件
は脱税が行なわれない場合の複占モデルの条件と一致することを明らかに
した。
　本稿で分析されなかった残された問題としては，脱税を考慮した複占モ
デルにおける一般的な形での均衡解の存在証明があげられる。
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